
 

 

三つの幸せ 

        校長 髙山 邦美 

  

若葉が美しく、さわやかな風が吹く季節となりました。正門の紫陽花も色鮮やかに咲

き、子どもたちの登校をやさしく迎えてくれています。 

先日の「千葉開府900年記念やよいっ子体育発表会」には、多くの保護者・地域の皆様に

ご来校いただき、温かいご声援を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。子供たち

は、練習の成果や身に付けた力を存分に発揮し、達成感にあふれる笑顔を見せてくれまし

た。また、４年・５年・６年生は、係活動にも熱心に取り組みました。４年生は初めての

係活動に挑戦し、自分の役割を果たそうとする引き締まった表情が大変印象的でした。

５・６年生はこれまでの経験を生かしながら、さらに責任をもって取り組む姿が見られま

した。特に６年生にとっては最後の体育発表会となり、一人一人が全力で自分の挑戦に向

き合っていました。どの学年も、今年のテーマである、 

「全員のがんばりかがやき 勝利をつかめ やよいっ子」 

のとおり、それぞれの努力が輝いていました。 

保護者の皆様には、子供たちへの温かい励ましの言葉を 

いただき、ありがとうございます。子供たちにとって、大 

好きなお家の方に、褒めて認めてもらえることが、何より 

の力になります。これからも、温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

 さて、３月に子供たちに「三つの幸せ」について話しました。一つ目は「してもらう幸せ」、

二つ目は「できる幸せ」三つ目は「してあげる幸せ」です。学年が上がるにつれて、子供た

ちは「してあげる幸せ」、誰かのために行動する喜びを感じる場面が増えていきます。今回

の体育発表会における係活動も、その一つです。全校のために力を尽くす経験は、子供たち

に大きな自信と誇りを与えます。 

 また、「してもらう」「できる」「してあげる」の三つは、それぞれがつながり合い、学級や

学校全体の人間関係をよりよいものにしていきます。この三つの幸せを意識しながら生活す

ることで、子供たち一人一人が安心して過ごし、仲間とともに成長していくことができます。

誰かのために頑張ることは素敵なことで、みんなが頑張れるそんな雰囲気を大切にしながら、

６月を過ごし学習と生活の充実を図っていめるよう努めてまいります。 

最後になりますが、今月 12 日には学習参観および引き渡し訓練を予定しております。ご

多用の折りとは存じますが、ぜひご来校くださいますようよろしくお願いいたします。また、

不安やお悩み、ご相談等がございましたら、いつでも学校までご連絡をください。今後とも、

本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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